
廿日市市長記者発表

令和４年４月



新型コロナウイルス感染症関連について



廿日市市の感染状況
（令和４年４月）　　
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新型コロナワクチン接種体制　　　
１　ファイザー社製ワクチン集団接種の実施（追加接種）
　   接種会場：ゆめタウン廿日市（２階市民ホール）
　　対  象 者：２回目接種から６か月を経過した者のうち
　　　　　　　１２歳から１７歳の方
　　　　　　　１８歳から２９歳の男性

　
実施日 時　間 予約枠数（人）

４月２９日(金)～３０日（土） １０時００分～１９時００分 ４５０／日

５月３日（火）～５日（木） １０時００分～１４時００分 ２６０／日

５月７日（土） １１時００分～１４時００分 １９５／日

５月２７日（金） １５時００分～１９時３０分 ２９０／日

５月２８日（土） １１時００分～１９時００分 ３８５／日

５月２９日（日） １０時００分～１４時００分 ２６０／日

※予約者が少ない場合は、対象者以外の方に予約枠を開放します。

２　予約なし接種の開始
　   ４月１４日（木）から集団接種（ゆめタウン廿日市）において、予約　　
　なしの接種を開始します。



区分 種別 件数

会場での検体採取
ＰＣＲ検査 １３，４５０件

抗原定性検査 ３２９件

検査キット持帰り
（自宅での検体採取）

ＰＣＲ検査 ７，３８６件　

合　計 ２１，１６５件

感染の不安がある場合は、

『廿日市ＰＣＲセンター』の利用を

■R3.12.31～R4.４.４（９５日間）　

設置場所　廿日市市役所駐車場
開設日時　毎日１１時～１５時まで



山崎本社　みんなのあいプラザ
　　
　　相談まるごとサポートデスク
　　成年後見利用促進センター

開設



健康福祉部門の移転
山崎本社みんなのあいプラザ（総合健康福祉センター内）
に、健康福祉部門や既存の相談支援機関を移転・集約し、
全市的な福祉ネットワークの核として機能させる。

３階

１階

こども、子育て部門

高齢、障がい、健康づくり、
地域福祉、生活支援部門



相談まるごとサポートデスクの目的

　複雑、複合化した課題を抱えた人や
その家族が、どのような悩みを抱え、
その背景にある問題は何かを十分に理
解するなど、相談を受け止め、人、場
所、サービスなどとのネットワークの
要として、必要な支援につなぐ。



地域包括支援センターの体制強化
圏域 令和３年度まで 令和４年度から

廿日市 （直営）
地域包括支援センター
はつかいち（市役所内）

（委託）地域包括支援センターはつかいち東部
　　　　　（山崎本社みんなのあいプラザ内）

（委託）地域包括支援センターはつかいち中部　　　　　
　　　　　　　　　　（宮内に事務所を設置）

（直営）地域包括支援センターはつかいち西部
　（学研廿日市市多世代サポートセンター内）

佐伯
吉和

（直営）
地域包括支援センター
さいき　（佐伯支所内）

（直営）地域包括支援センターさいき
　　　　　　　　　　　　　　（佐伯支所内）

大野
宮島

（直営）
地域包括支援センター
おおの　（大野支所内）

（直営）地域包括支援センターおおの
　　　　　　　　　　　　　　（大野支所内）



成年後見利用促進センターの目的

　認知症、知的障害、その他の精神上
の障がいがあることにより、判断能力
が十分でない人も、住み慣れた地域で
尊厳を持って生活できるよう、権利や
財産を守る成年後見制度を利用しやす
い環境を整える。



開設場所
山崎本社　みんなのあいプラザ　３階

※相談まるごとサポートデスク、成年後見利用促進セン
ターを併設する。

【開設日】
令和４年５月２日（月）～
月曜日から金曜日　９時～１７時
（祝日・年末年始を除く）



各所の運営体制

場 所 体 制

　相談まるごと
　　　サポートデスク

健康福祉部の各所属における
フィールドマネジャー（係長級職
員、社会福祉士、保健師等の専門
職）がローテーションにより従事

　成年後見
　　利用促進センター

社会福祉法人廿日市市社会福祉協
議会へ委託



 都市機能強化に向けた用途地域
の変更について



都市機能強化に向けた用途地域の変更
【目 的】
 都市機能を強化し、集約型都市構造への転換を図ります。

【概要】
 幹線道路沿道や都市機能誘導区域に位置づけられている各拠点
 を中心に、土地の有効・高度利用と商業・業務機能の集積化を
 誘導するため、適切な用途地域の見直しを行います。

【変更予定時期】
 令和４年１２月頃



【廿日市地域】

廿日市市役所

JR廿日市駅

JR宮内串戸駅



筏津地区

【大野地域】

JR前空駅

JR大野浦駅

大野支所

大野IC



【佐伯地域】

佐伯支所

玖島分れ

津田市民センター



ＡＤＯＡの名前の由来

・ADore:英語で深い愛を意　　
　味しており、地元を愛す　
　る人達が集まる施設

・OAsis:地域の人たちに　
　とっての潤いや賑わいが
　生まれる場所

・a Door:世界遺産への玄　
　関口、大野への玄関口と　
　して色々な方をおもてな　
　しする施設



廿日市市内で生産製造されてい
る産品を中心に珍しいもの、新
しいものが発見できます。

営業時間(年中無休)

■施設機能

地域産品マーケット
（物販）

9:00～18:00

地域産品フードコート
（フードコート）

9:00～21:00



日時　令和４年４月１５日（金）９時～１０時
場所　まちの駅ＡＤＯＡ大野
主催　大野町商工会
内容　代表、来賓あいさつ
　　　店舗名付け親の紹介と表彰
　　　施設概要の紹介
　　　アトラクション
　　　テープカット
　　　




